
（仮称）えりも風力発電事業環境影響評価方法書に係る知事意見

本事業は、日高管内えりも町の約1, 272haを対象事業実施区域として、48基の風車による最大出力

201,600kWの風力発電所を設置する計画である。

対象事業実施区域は日高山脈襟裳国定公園に隣接し、 同区域及びその周辺には保安林や自然度の高

い植生、璽要野烏生息地(IBA)といった重要な自然環境のまとまりの場が存在しているほか、 シマフ
クロウやタンチョウなどの希少鳥類の生息情報がある。 また、 対象事業実施区域内及びその周辺には

住居や福祉施設等が存在している。

以上を踏まえ、本事業による環境影孵を回避又は十分に低減するため、事業者は次の事項に的確に

対応すること。

1 総括的事項

(1)今後の風力発電設備、 変電設備、 工事用道路等の設置等、事業の実施に伴う土地の改変箇所等

の決定、 その他の事業計画の策定に当たっては、 環境に配慮すべき区域を除外するなど、影響の

回避を最優先に環境保全措置を検討すること。

また、 2の個別的事項の内容を十分に踏まえ、 可能な限り評価項目及び分類群ごとに複数の専

門家等の助言を得るなどしながら、 各環境要素に係る環境影響について適切に調査を行い、 科学

的知見に基づいて予測及び評価を実施し、 その結果を事業計画に反映させること。 その過程にお

いて、 重大な環境影響を回避又は十分低減できない場合は、事業規模の縮小など事業計画の見直

しを行うことにより、 確実に環境影孵を回避又は低減すること。

なお、 予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場合や効果に係

る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合等においては、事後調査を実施すること。

(2)今後の手続きに当たつては、住民及び関係団体等への積極的な情報提供や説明などにより、相互

理解の促進に努めること。

(3)本方法書については、 縦覧期間終了後も事業者のウェブサイトで印刷やダウンロ ー ドが可能な

状態で公表されており、 また、環境省が進めている環境影響評価図書の公開に関する取組みに協

力して同省のウェブサイトでも 同様に公表されている。 こうした情報公開は利便性向上などの観

点から望ましいことであり、今後も継続した取組みに努めること。

2 個別的事項

(1) 騒音及び超低周波音

ア 施設の稼働に伴う騒音に係る現地調査は二季の実施としているが、 「風力発電施設から発生す

る騒音等測定マニュアル」に基づく調査については、同マニュアルに記載のとおり原則として四

季毎に測定すること。

イ 対象事業実施区域内及びその周辺には住居が存在しているほか、同区域に近接して特に配慮が

必要な施設である福祉施設も存在しており、 工事の実施や施設の稼働に伴い、騒音及び超低周波

音による重大な影態が懸念されなこのため、風車の配置の検討に当たっては、できる限り住居

等から離隔することなどにより、影響を回避又は十分低減すること。

ウ 騒音及び超低周波音による心身への影響については不確実性があることから、施設稼働後に影

響が確認された場合の対策について検討すること。
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